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淡山疏水が新しい水路に生まれ変わります
～ 山田幹線水路（緑が丘サイホン）建設工事 ～

路線平面図 ※国土地理院撮影の空中写真（2013年撮影）

到達立杭へのシールド機到達直後

掘進シールド機（画像左）と掘進カッター（画像右） 本体外形（1,890㎜）×全長（11,554㎜）

吞吐ダム

川代ダム

大川瀬ダム

神戸市、三木市ほか東播磨
地域の農業では、古くから水
不足に悩まされ、明治中期から大正にかけて淡河川・山田川疏水事業により対応してきました。

しかしながら、水稲栽培の拡大等により農業用水の需要が増大したことから、昭和45年度から平成4
年度にかけて国営東播用水土地改良事業が実施され、川代ダム、大川瀬ダム、吞吐ダムの3ダム建設や
110kmに及ぶ用水路ネットワークを構築し、農地約7,300haを対象として農業用水の安定確保と生産性
の向上が実現しました。

その後、施設の老朽化による補修・維持管理費の増大や、より多くの水を必要とする酒米の作付の増
大等による水不足など新たな課題が生じたことから、平成25年度より、国営東播用水二期土地改良事業
として、水利施設の新設・改修を実施しています。

東播用水二期
水利事業の概要



近畿農政局では、農業集落など知りたい地域をマウスで選択するだけで、営農の特徴や労働力、
地域資源の保全状況などが図表で表示できる「近畿地域農業ナビ」をホームページ上に公開しま
した。このナビで、地域の農業関係者が直面している課題等を数値で把握することによって、将
来に向けた地域農業のあり方やプラン、維持・発展方策の話し合いの際などに役立てていただけ
ます。

「近畿地域農業ナビ」をご利用ください

近畿６府県の
全ての市区町村、旧

市区町村、農業集落の主
要データが収録されてい

ます。 農林業センサスの主要
データに加え、関連する他統

計や行政情報を基に、非農家世帯
を含めた地域全体の世帯数や高齢化

率や15年後の人口予測値など
も収録されています。

・選択した地域と府県平均との比較ができます。
また、グラフ表示を都府県又は全国との比較や、前
回センサス結果との比較に変更することも可能。

・統計表・グラフは、A4判4ページに印刷できるよう
構成されています。

詳しくは http://www.maff.go.jp/kinki/press/toukei/toukeikikaku/190131.html

詳しくは http://www.maff.go.jp/kinki/seibi/sekei/kokuei/touban/top.html

シールド工法はトンネル工法のひとつで、地盤崩壊
を防ぐために鋼製円筒（シールド）の中でセグメントを組み立てながら掘削を進めていく工法で、密閉
型泥土圧式が一般的で、掘削対象地盤が崩壊しないようにシールドマシンを地山に押し付けて、必要な
土圧を保持しながら掘削する工法です。今回採用の泥濃式シールドも、この工法に分類され、特徴は
「バキュームにより坑内土砂を排出する」などが挙げられます。

平成29年3月に発信立杭からシールド機による掘削を開始、平成31年1月に到達立杭に到達しました。

掘削は、シールド工法で進めています

淡河川・山田川疏水事業 東播用水事業 東播用水二期事業

二期事業により、老朽化の著しい
基幹施設の改修に着手しています。
これにより、施設の機能回復が図
られ、営農の変化に対応した農業
用水の安定供給が実現します。

戦後、3ダムと導水路を建設し、た
め池を包含する壮大な水のネット
ワークが形成されました。
これにより、安定した農業用水の
供給とともに豊かな食料生産基地
が実現しました。

古くから多くのため池が開発され
てきましたが、干ばつに悩まされ
ていた地域でした。
疏水事業により、多くのため池が
築造され、稲作が可能となり生産
性が向上しました。

明治２１年～大正８年 昭和４５年～平成４年 平成２５年～

用水需要の
増大や、取
水期間の制
約から用水
が不足

20数年が
経過し、施
設の老朽化
や地域の営
農形態の変
化により用
水が不足

東播磨地域の水資源の歴史

淡河川：M21～M24
山田川：M44～T8

S45～H4 H25～H33



三木市吉川町で石田ぶどう園をされている、石田英也
さん（39歳）にお話を伺いました。

農業を始めたのは、祖父が昭和60年に国のパイロット
事業で始めたぶどう園を大学卒業前に手伝った事をきっ
かけにぶどう園の経営に将来性を感じ、平成14年に大学
卒業と同時に就農しました。

平成21年には、父から経営移譲を受け自宅前に20aの
ビニールハウスを建設し、当時開発されたばかりのシャ
インマスカットを地域で初めて栽培し、現在消費者に人
気の主力品種になりました。

現在は妻と2人で、ビニールハウス2棟、一部被覆2圃場、北のぶどう園と合わせ1haの圃場で
シャインマスカット、ピオーネ等10種類のブドウを栽培し、山田錦の館のほか、直売所をメイン
に自宅直売所でも販売し年間約4万房を出荷販売しています。

栽培では「根域制限栽培」（ブドウの樹を大きなプランターで地面から切り離した状態で栽培
する方法）を取り入れ植付けから実が採れる期間が短縮し
収量も多くなりました。

経営を始めてから面積を倍以上に拡大しましたが、今後、
産地を守るためには、さらなる規模拡大と法人化をして従
業員の常時雇用が必要だと考えています。

就農時に比べ、近年同年代のブドウ生産者も少しずつ増
えてきたので地元での横の繋がりが増え、互いに刺激しあ
いながら、日々向上心を持って取り組んでいます。

地区内のブドウ生産者も高齢化が進んでおり、今後若い
力で「よかわぶどう」のブランドを守っていきたいです。

三田市で水稲、野菜を栽培している株式会社おおにし
農園取締役 大西昭宏さん（40歳）にお話を伺いました。

平成26年に認定農業者となり、当社の代表を務める父
とともに平成27年に法人化し、現在は、水稲1.5ha、様
々な野菜を露地0.9ha、施設（ビニールハウス）0.1haで
栽培し、JAへの出荷やインターネットで直接販売するほ
か、地元や阪神間の飲食店へ販売しています。

「野菜にはいろんな種類や味があることを知ってもら
いたい。」という思いから、インターネットで珍しい野
菜の種を探し、新しい品目にチャレンジしたため、野菜

は多品目の栽培となっています。
母が野菜ソムリエでもあり、色とりどりの野菜を多く栽培し、レストラン等にも取扱いがある

ことから、女性向け情報誌やテレビ番組の取材を受けています。
また、農薬や化学肥料をできるだけ使用せず栽培し、兵庫県エコファーマーの認定も受けてお

り、当農園の野菜を使用している飲食店で食事したお客
様が直接農園に買いに来ることもあります。

平成27年に地元農家で「三田れんこんグループ」を立
ち上げ、冬場の特産品作りにも取り組んでいるほか、同
地域には、同世代の認定新規就農者も２名おり、地域の
活性化に繋がっています。

野菜を買っていただく方とのコミュニケーションを大
切に、喜ばれる野菜を作って、笑顔あふれる地域の活性
化を目指したいと思っています。

笑顔あふれる地域の活性化を目指して

「よかわぶどう」ブランドを未来に残すために！



気温の上昇に伴い、だんだんと花粉が飛び始め、憂鬱な季節がやってきます。
毎年のことながら悩ましい時期で、避けて通ることができません。
今や国民病と言われる花粉症。私も花粉が怖いので、３月１日に解禁を迎える渓

流釣りには行ったことがありません。誰か特効薬を！！

編集後記

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177
2019.02

「農業者との意見交換会」を開催しました

近畿農政局兵庫県拠点は、2
月21日（木）に神戸地方合同庁
舎（神戸市中央区）において、
兵庫県内の１２人の農業者の方
と意見交換会を行いました。

当拠点でも、これまで農業振
興や地域の活性化に取り組む農
業者との意見交換等を行ってき
たところですが、こうした農業
者同士の繋がりをなお一層強く
し、関係機関と一体となり「元
気な兵庫の農業」づくりに寄与することを目的として開催しました。

意見交換の冒頭に、農林水産省から「スマート農業の推進について」、「平成30年度第2次補
正予算及び平成31年度農林水産関係予算概算決定の概要」について説明を行いました。

その後、稲作、野菜作、畜産の分野で活躍され
ている３名の農業者の方から取り組みの発表をい
ただき、後継者の確保や事業継承、梱包資材や運
送費等のコストの増大、規模拡大・法人化に伴う
経費・人材確保、経営における事務的な負担等、
共通の課題について意見交換が行われました。

参加者からは、経営者としての感覚を改めて自
覚し、農家の思いや取り組みを知ってもらうため
の情報発信、消費者の方に身近に農業を知っても
らう必要性がある等の発言もありました。

当拠点では、今後も農業者の皆様に身近に感じ
てもらい、現場と農政を結ぶ懸け橋となれるよう
取り組んで参ります。

（※ 詳しい模様は後日ホームページに掲載する予定です。）
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